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屋
外
広
告
物
の
安
全
点
検
が
義
務
化

　
10
月
１
日
か
ら
、
貼
り
紙
等
の
簡
易
的
な

広
告
物
を
除
く
全
て
の
屋
外
広
告
物
の
安
全

点
検
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
広
告
物
の
高
さ

が
４
㍍
を
超
え
る
場
合
に
は
、
有
資
格
者
に

よ
る
点
検
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課

℡
71
・
２
２
４
２

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
に
関
す
る
住
民
説
明
会

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
・
場
左
表
の
と
お
り

問
環
境
課

℡
71
・
２
４
９
２

人
生
の
節
目
に
記
念
樹
を

市
緑
化
推
進
記
念
樹
等
交
付
事
業

　
出
産
や
住
宅
取
得
の
記
念
日
に
、
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
や
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
記
念
樹
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

交
付
本
数

　
▽
生
ま
れ
た
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
本

　
▽
取
得
し
た
住
宅
１
軒
に
つ
き
２
本

※
交
付
本
数
１
本
に
つ
き
４
０
０
０
円
分
の

苗
木
・
用
土
と
交
換
可
。
４
０
０
０
円
を

超
え
る
分
は
自
己
負
担
。

申
対
象
事
柄
が
生
じ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に

申
請
書
を
建
築
住
宅
課
へ
提
出
。
申
請
書

は
同
課
・
支
所
・
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課

℡
71
・
２
２
４
２

住
宅
用
雨
水
貯
留
施
設
設
置
補
助
金

　
住
宅
用
雨
水
貯
留
施
設
を
設
置
す
る
人
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
機
器
・
補
助
額

雨
水
を
貯
留
す
る
た
め
の
構
造
を
持
つ
施

設
で
、
住
宅
の
雨
ど
い
等
に
接
続
し
、
架

台
等
に
固
定
す
る
も
の

▽
１
０
０
㍑
以
上
５
０
０
㍑
未
満
：
設
置

費
用
の
２
分
の
１
（
１
基
あ
た
り
上
限

２
万
５
０
０
０
円
）

▽
５
０
０
㍑
以
上
：
設
置
費
用
の
２
分
の

１
（
１
基
あ
た
り
上
限
５
万
円
）

▽
合
併
処
理
浄
化
槽
等
か
ら
の
転
用
：
設

置
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
５
万
円
）

申
工
事
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

℡
71
・
２
４
９
２

住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策
設
備
設
置
補
助
金

　　
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

設
置
す
る
人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額　
▽
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
定

置
型
蓄
電
シ
ス
テ
ム
、
電
気
自
動
車
等
充

給
電
設
備（
Ｖ
２
Ｈ
）：７
万
５
０
０
０
円

農
産
物
を″
も
っ
と
〟
売
り
た
い
農
家

　
農
産
物
の
販
路
拡
大
と
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
計

画
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
県
外
等
で
の
マ
ル

シ
ェ
に
参
加
す
る
農
家
を
募
集
し
ま
す
。
事

業
の
年
間
予
定
や
概
要
の
説
明
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
４
月
26
日
（
水
）

　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

場
市
役
所
３
階
共
用
会
議
室
３
０
６

対
新
た
な
販
路
を
見
つ
け
た
い
人
や
県
外
へ

の
出
店
に
興
味
が
あ
る
人

内
▽
ル
ミ
ネ
ア
グ
リ
マ
ル
シ
ェ
へ
の
出
店
▽

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
▽
銀
座
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
の
農
産
物
Ｐ
Ｒ
事
業
▽
販

▽
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
：
５
万
円

申
工
事
着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

℡
71
・
２
４
９
２

生
垣
設
置
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費
用
助
成

住
宅
地
の
緑
化
と
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
を
進
め
る
た
め
、
次
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
経
費
・
補
助
金
額
（
①
ま
た
は
①
＋
②
）

①
長
さ
３
㍍
以
上
の
新
た
な
生
垣
設
置
に

関
わ
る
費
用
（
苗
木
、
土
、
肥
料
等
や
造

園
業
者
へ
の
委
託
費
用
を
含
む
）
の
２
分

の
１
以
内
（
上
限
５
万
円
）

②
右
記
①
に
伴
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
す

る
費
用
（
解
体
、
運
搬
、
処
分
費
、
工
事

請
負
費
を
含
む
）
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
15
万
円
）

※
同
一
敷
地
に
対
し
て
１
回
限
り
。

申
事
業
着
工
、
苗
木
購
入
前
に
申
請
が
必
要

で
す
。
申
請
書
は
建
築
住
宅
課
・
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
関
連
情
報

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
鉄
筋
の
有
無
を
確
認
す
る

鉄
筋
探
査
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課

℡
71
・
２
２
４
２

路
開
拓
支
援
の
た
め
の
補
助
事
業　
な
ど

費
無
料　

申
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
。
詳
細

は
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課

℡
71
・
２
４
３
０

オ
ン
ラ
イ
ン
モ
デ
ル
日
本
語
教
室
の
教
師

外
国
籍
市
民
等
に
対
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
日

本
語
教
室
の
開
催
に
あ
た
り
、
日
本
語
教
師

を
募
集
し
ま
す
。

申
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
31
日
（
水
）
に
な

が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
。
詳
細
は

市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

℡
71
・
２
４
６
６

補
助
・
助
成

募
　
集

広告欄　広告内容についての問い合わせは広告主までお願いします。広告掲載の申し込みは、アド・コマーシャル㈱ （℡ 29・0212）まで。 ５月は春の農作業安全月間

日時 場所
5月23日（火）
19：00～ 穂高支所大会議室

5月24日（水）
19：00～ 三郷公民館講堂

5月25日（木）
19：00～ 明科支所2階会議室3

5月26日（金）
19：00～ 堀金支所3階会議室

6月10日（土）
13：30～ 市役所4階大会議室

春先の強風　林野火災にご注意！

悪臭防止にご協力を

春は空気が乾燥し強風が吹くことが多く、
あぜ焼きの拡大などで住宅まで延焼して
しまう場合もあります。次の点に気を付
けましょう。
▷枯れ草等のある場所でたき火をしない
▷火入れは早い時間に短時間で
▷風の強い日には火を付けない
▷火入れするときは水バケツ等を準備し、

その場を離れない
問危機管理課　℡ 72-6769

５月 31 日まで春の山火事予防運動
ハイカーなどの入山者や森林所有者、林野
での作業者などが増えるグリーンシーズン。
「火の確認 山を愛する あなたのマナー」を
統一標語に、山火事にも注意しましょう。
なお、森林等で火入れを行う際は、法令によ
り許可申請が必要です。
問耕地林務課　℡ 71-2432

市全域が悪臭防止法の規制地域です。工場
や農場から発生するにおい、堆肥や液状の
家畜糞尿の製造・散布によるにおいなどの
まん延防止にご協力をお願いします。
▷堆肥等を散布する場合は次の点にご注意

ください。
①十分発酵させた完熟堆肥を使う
②散布後は速やかに耕起する

▷脱臭装置を設置するなど、事業所から放
出されるにおいの軽減に努めてください。

※規制基準は地域よって異なります。詳細
は市Ｈ

ホームページ
Ｐをご覧ください。

問環境課　℡ 71・2491

農業機械からの転落や転倒によって、毎年多くの人
が死傷しています。次の点に注意し安全に農作業を
しましょう。
■安全に作業するために
▷危険箇所を事前に確認し、補修する
▷シートベルトとヘルメットを着用する
▷安全フレーム付きトラクターの利用を検討する
■農作業の飛散防止にご協力を
▷農薬散布する前に近隣住民へ周知する
▷飛散低減ノズルの使用に努める

▷近隣への影響が少ない天候や日時を選び、風向きやノ
ズルの向きに注意する

▷粒剤や微粒剤など、飛散の少ない形状の薬剤の使用や、
農薬によらない病害虫防除を検討する

■道路への土や泥の落下にご注意を
トラクターなどに付いた土や泥を道路に落とすと、歩行
者や自転車、バイクなどの通行の妨げになり大変危険で
す。農地から公道に出る際は必ず土や泥を落としてくだ
さい。道路を汚してしまったときは速やかに撤去・清掃
をお願いします。
問農政課 ℡ 71-2428、維持管理課 ℡ 71-2331


